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研究課題名

新生児の血圧分布と血圧の規定因子に関する研究

研究期間　　西暦 2017 年 3 月 15 日〜2030 年 12 月 31 日

対象材料

□病理材料（対象臓器名　　　　　　　　　　　　　　　　）　

□生検材料（対象臓器名　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

□血液材料　□遊離細胞　

■その他（既存資料・臨床データ     ）

上記材料の採取期間　　西暦 2013 年 1 月～西暦 2017 年 6 月

意義、目的

Barker DJ らが「胎児発育遅延と成人以後の虚血性心疾患発症との関連」を示して以

降、胎児発育遅延が将来の高血圧、高脂血症などの生活習慣病と関連しているとの報告

が相次いでいます。もし、高血圧などの生活習慣病が、遺伝要因に加え、胎生期の環境

要因によってもプログラムされているとすれば、生活習慣病予防は胎生発育管理・周産

期管理から始めなければなりません。しかし、新生児期の血圧をはじめとする生活習慣

病の指標は明らかではありません。

本研究では、スズキ記念病院で測定された新生児の血圧を集計し、標準的な血圧分布

を作成することを目的としています。また、両親(特に母親)のデータと合わせて分析し、

新生児の血圧に及ぼす胎児環境、遺伝的要因を検討します。

新生児血圧の分布表が作成され、それは新生児血圧測定が将来行われた際の基礎資料

となり、ひいては新生児の循環器疾患の早期発見に貢献できると考えられます。

方法

1 研究の種類

後ろ向き観察研究

2 調査方法

医療法人社団スズキ病院 スズキ記念病院の医療記録調査により実施されます。

3 調査項目

両親の情報、妊娠経過、新生児の出生体重・在胎週数などの基礎データおよび生後1か
月以内に測定された血圧値を調査します。

4 評価内容

評価項目は以下の通りです。

①出生体重ごとの生後 1 か月以内の血圧・脈拍の分布

②新生児の意識状態(睡眠、覚醒等)による血圧・脈拍の分布
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③新生児の胎児環境と血圧との関係

④新生児の遺伝的要因(両親の生理指標、環境指標等)と新生児の血圧との関係

さらに、上記①～④を、在胎週数、性別、両親の家族歴・既往歴、両親の環境的要因等に

より、適宜層別解析します。

5 共同研究機関

スズキ記念病院の研究協力者（主たる研究機関）、東北大学、東北血圧管理協会

6 研究対象者として選定された理由

スズキ記念病院で出産・出生した母児のうち、生後 1 カ月以内に上腕血圧を測定した

児およびその母を対象としています。ただし、以下のいずれかに抵触する児は本研究の

対象としていません。

１．重篤な先天性疾患

２．蘇生を必要とする重症胎児仮死、分娩時合併症

３．その他、研究者が不適切と判断した児

7 研究対象者に生じる負担並びに予測されるリスク及び利益 
本研究は既存資料を用いる研究であり、対象者へ新たに加える負担は生じません。

8 同意撤回

下記の問い合わせ先までご連絡ください。

問い合わせ・苦情等の窓口

氏名・職名:　目時　弘仁・教授　（研究責任者）

　　　　　　 佐藤　倫広・講師

所属: 東北医科薬科大学医学部　衛生学・公衆衛生学教室

住所: 〒983-8536 宮城県仙台市宮城野区福室 1-15-1 
電話番号: 022-290-8727（Fax: 022-290-8728）


